
　主な内容

滋賀統合物流センター事業に関する状況報告

「事業仕分け」を実施します

廃食用油 実験回収します

次回の広報まいばら発行日　8 月1日号　7 月 29 日（木）
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２

６
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9月4日（土）
9時30分～
ルッチプラザ
自由に傍聴できます
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事
業
仕
分
け
と
は
、
市
が
実
施
し
て

い
る
事
業
（
行
政
サ
ー
ビ
ス
）
に
つ
い

て
、
そ
の
必
要
性
や
実
施
方
法
の
妥
当

性
を
外
部
の
視
点
で
議
論
・
評
価
し
、

事
業
の
あ
り
方
を
根
本
か
ら
見
直
そ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

　

事
業
仕
分
け
は
、
事
業
を
廃
止
す
る

こ
と
や
事
業
費
を
削
減
す
る
こ
と
だ
け

が
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
公
開
の
場

で
市
民
の
み
な
さ
ん
に
事
業
の
内
容
を

広
く
知
っ
て
い
た
だ
き
、
外
部
の
有
識

者
の
方
を
交
え
て
議
論
す
る
こ
と
で
課

題
な
ど
を
明
ら
か
に
し
、
事
業
の
最
適

化
と
行
政
運
営
の
透
明
性
を
高
め
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

今
回
は
、
仕
分
け
作
業
の
具
体
的
な

流
れ
と
結
果
の
反
映
方
法
、
そ
し
て
市

民
評
価
者
の
募
集
な
ど
に
つ
い
て
お
伝

え
し
ま
す
。

　

仕
分
け
の
対
象
と
な
る
事
業
に
つ
い

て
、
次
の
よ
う
な
流
れ
で
議
論
し
て
い

き
ま
す
。（
イ
メ
ー
ジ
図
参
照
）

①
事
業
の
必
要
性
の
判
断

　

市
民
ニ
ー
ズ
や
社
会
環
境
の
変
化
な

ど
を
考
慮
に
入
れ
つ
つ
、
事
業
そ
の

も
の
の
必
要
性
を
考
え
ま
す
。

②
実
施
主
体
の
見
直
し

　

必
要
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、

ど
の
機
関
が
そ
の
事
業
を
担
う
の
が

適
切
か
を
考
え
ま
す
。

③
手
法
の
見
直
し

　

市
が
担
う
べ
き
と
判
断
さ
れ
た
場
合

は
、
そ
の
実
施
効
果
を
高
め
る
た
め

に
、
手
法
を
検
討
し
ま
す
。（
現
行
ど

お
り
・
内
容
見
直
し
・
民
間
委
託
）

④
民
間
受
け
皿
の
検
討

　

民
間
が
担
う
べ
き
と
判
断
さ
れ
た
場

合
は
、
ど
こ
が
受
け
皿
に
な
る
と
効

果
的
で
あ
る
か
を
検
討
し
ま
す
。（
地

域
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
企
業
）

　

現
在
、
対
象
事
業
を
選
定
中
で
す
。

決
定
次
第
、
広
報
ま
い
ば
ら
や
市
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
公
表
す
る
予
定
で
す
。

  

事
業
仕
分
け
の
流
れ
に
つ
い
て

  

仕
分
け
の
対
象
事
業
に
つ
い
て

外
部
の
視
点
で
事
業
を
点
検

「
事
業
仕
分
け
」を
実
施
し
ま
す
！

事業仕分けの流れ　イメージ

①事業の必要性の判断

②実施主体の見直し

③手法の見直し

④民間受け皿の検討

不要

不要

不要

不要

市

民間委託内容見直し現行どおり

民間委託内容見直し現行どおり

国

国

国

県

県

県

民間

民間

企業NPO地域

必要
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ま
ず
は
、
説
明
者
（
事
業
の
担
当
課
）

が
事
業
の
概
要
や
課
題
な
ど
を
説
明
し
、

そ
れ
に
対
し
て
評
価
者
が
事
業
の
妥
当

性
や
効
果
な
ど
に
つ
い
て
質
問
・
議
論

を
行
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
上
で
評
価
者
が
評
価

シ
ー
ト
を
作
成
し
て
、
多
数
決
に
よ
り

判
定
し
ま
す
。

　

１
事
業
あ
た
り
約
40
分
の
予
定
で
、

１
グ
ル
ー
プ
あ
た
り
９
事
業
・
全
体
で

27
の
事
業
を
仕
分
け
し
ま
す
。

事
業
仕
分
け
は
傍
聴
で
き
ま
す

　

な
お
、
事
業
仕
分
け
当
日
の
議
論
は
、

す
べ
て
公
開
し
ま
す
。
市
の
事
業
を
知
っ

て
い
た
だ
け
る
機
会
に
も
な
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
事
前
申

込
は
不
要
で
す
。

　

事
業
仕
分
け
の
結
果
は
、
市
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
や
広
報
ま
い
ば
ら
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
を
参
考
に
市
の
最
終

方
針
を
決
定
し
、
平
成
23
年
度
以
降
の

予
算
に
反
映
さ
せ
ま
す
。

　

ま
た
、
仕
分
け
の
対
象
外
事
業
で
も
、

同
質
・
同
類
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
最

終
決
定
し
た
方
針
に
基
づ
い
て
同
様
に

見
直
し
を
行
い
ま
す
。

  

当
日
の
実
施
方
法

  

仕
分
け
結
果
の
公
表
・
反
映
方
法

コーディネーター 1 人と評
価者 5 人で１グループとし、
3 グループを編成します。

評価者

事務局 書記

説明者

コーディネーター

事業仕分け
結果反映までの流れ

９月４日　事業仕分けの実施

９月末日　結果速報の公表

10月中旬　結果の対応方針決定

➡

平成 23 年度予算に反映

予算反映結果の公表

＊平成 23 年度予算に反映できない

分は、継続して取り組みます。

　市民評価者として「事業仕分け」に

参加していただける方を募集します。

●募集人数　3 人

●応募資格　次の要件をすべて満たしている人 

　①事業仕分け実施日（9 月 4 日）現在、市内に住所を有し、

満 20 歳以上であること

　②市の行財政改革と市が行う事業に関心があること

　③事前研修（2 回程度）と事業仕分け当日に出席できること

　④現職の滋賀県議会議員、米原市議会議員または米原市職

員でないこと

　⑤公序良俗に反する行為や言動を行わないこと

●募集期間　7 月 15 日（木）から 7 月 28 日（水）17 時まで

●提出書類　指定の応募用紙に、住所、氏名、性別、生年月日、

勤務先、職業、電話番号、自己ＰＲ（まちづくり活動の経歴

やその思いなど）、応募動機（なぜ事業仕分けに参加したい

のか、この制度をどのように捉えているかなど、800 字程

度）を記入のうえ、下記まで郵送・持参・ＦＡＸ・Ｅメール

のいずれかの方法でお申し込みください。

　※応募用紙は、各市民自治センターまたは政策秘書課でお

渡しします。また、市のウェブサイトからもダウンロード

できます。

お問い合わせ� ………………………………………………………

　政策秘書課（米原庁舎）　

　〒 521-8501　米原市下多良三丁目 3 番地

　☎ 52-6626　  52-5195 

　  sousei@city.maibara.lg.jp

事業仕分け
「市民評価者」を募集します
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本
年
２
月
に
支
払
期
日
を
延
長
し
て

以
降
、
事
業
の
進
展
を
十
分
に
見
極
め

る
た
め
、
㈱
Ｓ
Ｉ
Ｌ
Ｃ
と
の
協
議
や
、

滋
賀
県
を
含
め
た
三
者
会
議
を
重
ね
て

ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
同
社
か
ら
６

月
10
日
付
け
書
面
で
支
払
期
日
を
本
年

12
月
31
日
ま
で
再
延
長
す
る
よ
う
申
し

入
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

支
払
期
日
の
再
延
長
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
が
得
ら
れ

る
よ
う
な
事
業
実
現
に
向
け
た
具
体
的

な
展
望
や
、
そ
れ
を
担
保
す
る
何
ら
か

の
確
証
が
必
要
で
あ
る
と
、
こ
れ
ま
で

か
ら
伝
え
て
き
ま
し
た
が
、
了
承
す
る

に
足
り
る
回
答
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、

催
告
期
日
内
に
売
買
代
金
の
支
払
い
が

な
け
れ
ば
、
契
約
を
解
除
せ
ざ
る
を
得

な
い
と
の
判
断
に
至
り
ま
し
た
。

　

今
日
の
状
況
に
至
り
、
市
民
の
み
な

さ
ま
や
貴
重
な
土
地
を
提
供
い
た
だ
い

た
地
権
者
の
み
な
さ
ま
に
大
変
ご
心
配

を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
こ
と
に
つ
い

て
、
申
し
訳
な
く
存
じ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
本
市
に
と
ど
ま
ら
ず

県
全
体
の
経
済
発
展
に
寄
与
す
る
と
と

も
に
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
面
か
ら
も

大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
事
業
の
早
期
実
現
の
た
め
、

県
の
積
極
的
な
支
援
を
求
め
る
と
と
も

に
双
方
の
連
携
を
図
り
、
企
業
誘
致
や

周
辺
道
路
整
備
、
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅

の
整
備
に
つ
い
て
、
全
力
で
取
り
組
み

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
工
業
団
地
造
成
事
業
費
の

借
入
に
対
す
る
償
還
に
つ
い
て
も
、
県

に
財
政
支
援
を
講
じ
て
い
た
だ
く
よ
う

改
め
て
要
請
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
、
こ
れ
ま
で
興
味
を
示
さ
れ
て

き
た
企
業
や
本
市
の
交
通
結
節
点
と
し

て
の
優
位
性
に
注
目
す
る
企
業
と
も
さ

ら
に
協
議
を
進
め
る
な
ど
、
工
業
団
地

の
有
効
活
用
が
１
日
も
早
く
実
現
で
き

る
よ
う
、
米
原
市
の
総
力
を
挙
げ
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

（
６
月
25
日
開
催
、
市
議
会
特
別
委
員
会

の
答
弁
お
よ
び
臨
時
記
者
会
見
の
発
表

内
容
を
要
約
）

市民のみなさまへ

滋
賀
統
合
物
流
セ
ン
タ
ー
事
業

土
地
売
買
契
約
に
関
す
る
状
況
報
告

臨時記者会見で事業の経過や対
応について説明する市長

（6 月 25 日 山東庁舎）

　

滋
賀
統
合
物
流
セ
ン
タ
ー
事
業
用
地
と
し
て
整
備
し
た
工
業
団
地
の
売
買
契
約

を
締
結
し
て
い
る
株
式
会
社
Ｓ
Ｉ
Ｌ
Ｃ
か
ら
、
支
払
期
日
の
６
月
24
日
ま
で
に
売

買
代
金
が
支
払
わ
れ
ず
、
翌
25
日
付
け
で
催
告
書
を
送
付
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
契
約
解
除
も
や
む
を
得
な
い
と
の
判
断
で
あ
り
、
事
業
の
推
進
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
事
業
は
地
域
の
経
済
や
環
境
に
与
え
る
効
果
が
大
き
く
、
そ
の
必
要
性
・
重
要
性
は
変
わ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。、
事
業
が
早
期
に
実
現
し
、
工
業
団
地
が
有
効
活
用
さ
れ
る
よ
う
、
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
を
お
誓
い
し

ま
す
。

 

お
問
い
合
わ
せ

　

 

都
市
振
興
局
（
米
原
庁
舎
）

　

 

☎ 

５
２
︱
６
７
８
４ 

 

５
２
︱
５
１
９
５

催告書とは、支払われるべき売買代金等が未納
である相手に対して、早期の支払いを促す意味で、
未納となっている金額等を記載して送付する書面
です。

催告書の内容は、売買代金 27 億 757 万 9,530
円および延滞金 2,842 万 9,000 円を本年 7 月 6
日までに支払うよう求めるもので、期日内に支払
いがない場合は、翌 7 月 7 日をもって本契約を解
除すること、あわせて違約金 2 億 7,075 万 7,000
円を請求することを通告しています。
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後
期
計
画
は
、
前
期
計
画
で
定
め
た

基
本
的
な
考
え
方
を
継
承
す
る
と
と
も

に
、
次
の
11
の
視
点
に
立
ち
、
策
定
し

ま
し
た
。

　

１
．
子
ど
も
の
視
点

　

２
．
次
代
の
親
づ
く
り
と
い
う
視
点

　

３
．
新
し
い
子
育
て
を
考
え
る
視
点

　

４
．
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
視
点

　

５
．
社
会
全
体
に
よ
る
支
援
の
視
点

　

６
．
新
し
い
地
域
福
祉
の
視
点

　

７
．
す
べ
て
の
子
ど
も
と
家
庭
へ
の

　
　
　

支
援
の
視
点

　

８
．
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
視
点

　

９
．
地
域
特
性
の
視
点

　

10
．
庁
内
の
連
携
強
化

　

11
．
ワ
ー
ク･

ラ
イ
フ･

バ
ラ
ン
ス

　
　
　
（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）の
実
現

　
　
　

に
向
け
た
視
点

基
本
理
念

『
夢
育は

ぐ
く

み　

笑
顔
あ
ふ
れ
る
米
原
市

　

～
子
ど
も
と
と
も
に
光
る
ま
ち
～
』

基
本
目
標

①
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
こ
と
が

楽
し
く
感
じ
ら
れ
る
ま
ち

　
　

子
育
て
に
関
す
る
経
済
的
・
心
理

的
な
負
担
や
不
安
を
解
消
す
る
支
援

な
ど
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

②
ゆ
と
り
の
な
か
で
安
心
し
て

子
育
て
の
で
き
る
ま
ち

　
　

保
育
サ
ー
ビ
ス
等
の
充
実
、
子
育

て
経
費
の
負
担
軽
減
、
障
が
い
の
あ

る
児
童
を
抱
え
る
家
庭
の
自
立
支
援

な
ど
の
充
実
を
図
り
ま
す

③
子
ど
も
が
心
身
と
も
に

健
や
か
に
生
ま
れ
育
つ
ま
ち

　
　

子
ど
も
の
発
達
段
階
な
ど
に
応
じ

た
相
談
や
不
妊
治
療
に
関
す
る
相
談

体
制
の
充
実
、
健
や
か
な
成
長
の
た

め
の
食
育
推
進
な
ど
を
図
り
ま
す
。

④
子
ど
も
が
心
豊
か
に

の
び
の
び
と
育
つ
ま
ち

　
　

生
活
習
慣
の
体
得
や
感
性
を
育
て

る
幼
児
教
育
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
な

ど
を
通
し
て
生
活
力
を
育
て
る
学
校

教
育
の
充
実
、
い
じ
め
や
不
登
校
に

対
す
る
各
種
相
談
体
制
の
充
実
な
ど

を
図
り
ま
す
。

⑤
子
ど
も
が
た
く
ま
し
く

夢
を
温
め
育
め
る
ま
ち

　
　

子
ど
も
が
ス
ポ
ー
ツ
や
地
域
活
動

な
ど
を
通
し
て
異
年
齢
の
子
ど
も
や

大
人
と
出
会
い
、
人
間
関
係
を
築
き
、

さ
ま
ざ
ま
な
感
動
を
体
験
で
き
る
機

会
を
提
供
し
ま
す
。

　

５
つ
の
基
本
目
標
に
基
づ
い
て
、
重

点
的
に
24
の
施
策
を
実
施
し
ま
す
。

　

計
画
書
は
、
市
役
所
各
庁
舎
・
図
書

館
に
設
置
の
ほ
か
、
市
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

市
で
は
、
少
子
化
対
策
を
集
中
的
・
総
合
的
・
計
画
的
に
進
め
る
た
め
に
、
平
成
22

か
ら
26
年
度
を
計
画
期
間
と
す
る
「
米
原
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
（
後
期
計
画
）」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
平
成
18
年
３
月
に
策
定
し
た
前
期
計
画
の
進
捗
状
況
や
課
題
を
整
理

し
、
保
護
者
２
，０
０
０
名
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
、
有
識
者
に
よ
る
「
米
原
市
次
世
代
育
成

支
援
対
策
地
域
協
議
会
」
な
ど
で
い
た
だ
い
た
ご
意
見
・
ご
提
案
を
踏
ま
え
て
、
子
育

て
や
子
育
て
家
庭
に
対
す
る
支
援
策
・
環
境
整
備
を
定
め
た
も
の
で
す
。

後
期
計
画
策
定
の
視
点

後
期
計
画
の
概
要

米
原
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画

（
後
期
計
画
）を
策
定
し
ま
し
た

　

後
期
計
画
の
進
捗
状
況
な
ど
に
つ
い
て

ご
意
見
を
い
た
だ
く
、
地
域
協
議
会
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員　

２
名
程
度

▼
任　
　

期

　

委
嘱
の
日
か
ら
24
年
３
月
31
日
ま
で

▼
応
募
資
格　

応
募
時
点
で
、
市
内
在
住
・

在
勤
で
20
歳
以
上
の
方
（
市
の
議
会
議

員
、
付
属
機
関
等
の
委
員
お
よ
び
市
職

員
を
除
く
）

▼
業
務
内
容　

毎
年
度
１
～
２
回
程
度
地

域
協
議
会
に
出
席
し
、
後
期
計
画
の
進

捗
状
況
や
施
策
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
応
募
方
法　

所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
８
月
２
日
ま
で
に
、

直
接
持
参
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
要
領
お
よ
び
応
募
用
紙　

こ
ど
も

元
気
局
・
各
市
民
自
治
セ
ン
タ
ー
に
設

置
し
て
あ
る
ほ
か
、
市
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

 

お
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会  

こ
ど
も
元
気
局（
山
東
庁
舎
）

　

☎ 

５
５
︱
８
１
０
４　

 

５
５
︱
４
０
４
０

　

 ko
d
o
m

o
katei@

city.m
aib

ara.lg
.jp

次
世
代
育
成
支
援
対
策

地
域
協
議
会
委
員
を

募
集
し
ま
す
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情
報
公
開
制
度
は
、
市
民
の
み

な
さ
ん
の
市
政
参
加
を
促
進
し
、

よ
り
身
近
で
開
か
れ
た
市
政
の
実

現
を
目
指
し
た
制
度
で
す
。
平
成

21
年
度
の
実
施
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

今
後
も
積
極
的
な
公
文
書
の
公
開
に
努

め
、
公
正
で
透
明
性
の
高
い
行
政
を
推
進
し

ま
す
。

　

個
人
情
報
保
護
制
度
は
、
個
人
の
権
利
利

益
を
保
護
す
る
た
め
、
本
人
の
情
報
の
開
示

や
訂
正
、
利
用
停
止
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
制
度
で
す
。
平
成
21
年
度
に
つ
い
て
は
、

請
求
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
後
も
個
人
情
報
を
適
切
に
管
理
し
、
適

正
な
行
政
運
営
を
推
進
し
ま
す
。

　
　

市
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
を
目

指
し
、平
成
19
年
度
か
ら
廃
食
用
油
（
使

用
済
み
天
ぷ
ら
油
）
を
軽
油
代
替
燃
料

（
Ｂ
Ｄ
Ｆ
）
に
再
利
用
す
る
実
験
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
後
さ
ら
に
事
業
展
開
す

る
た
め
に
は
廃
食
用
油
の
安
定
収
集
が

重
要
と
な
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、
回
収

時
の
課
題
や
回
収
量
を
把
握
す
る
こ
と

を
目
的
に
実
験
回
収
を
行
い
ま
す
。

　

実
験
回
収
は
、
指
定
し
た
市
内
４
地

区
で
の
集
積
回
収
と
、
市
役
所
各
庁
舎

へ
の
持
込
み
回
収
で
行
い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た
取
り
組

み
に
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◇
回
収
期
間

　

平
成
22
年
８
月
２
日（
月
）～

平
成
23
年
３
月
31
日（
木
）

◇
回
収
場
所

▼
指
定
地
区

　
（
伊
吹
・
志
賀
谷
・
醒
井
・
リ
バ
テ
ィ
ー
近
江
）

　

資
源
ご
み
集
積
所
に
設
置
す
る
回
収

ボ
ッ
ク
ス
ま
た
は
市
役
所
各
庁
舎
に
設

置
す
る
回
収
ボ
ッ
ク
ス
へ
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

▼
指
定
地
区
以
外

　

市
役
所
各
庁
舎
に
設
置
す
る
回
収

ボ
ッ
ク
ス
へ
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◇
回
収
日

▼
指
定
地
区

　

・
資
源
ご
み
集
積
所
へ
の
持
込
み

　
　
　

資
源
ご
み
の
日

　

・
市
役
所
各
庁
舎
へ
の
持
込
み

　
　
　

平
日
８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分

▼
指
定
地
区
以
外

　

・
市
役
所
各
庁
舎
へ
の
持
込
み

　
　
　

平
日
８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分

◇
回
収
方
法

　

油
が
入
っ
て
い
た
ポ
リ
容
器
に
廃
食

用
油
を
入
れ
、
こ
ぼ
れ
な
い
よ
う
に

し
っ
か
り
フ
タ
を
し
て
、
回
収
ボ
ッ
ク

ス
に
入
れ
て
く
だ
さ
い

◇
注
意
事
項

・
回
収
す
る
の
は
植
物
油
の
み
で
す
。

次
の
よ
う
な
油
は
出
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

　

※
動
植
物
性
油
や
ラ
ー
ド
、
マ
ー
ガ

リ
ン
な
ど
の
常
温
で
固
形
の
油

　

※
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
な
ど
の
鉱
物
油

・
天
ぷ
ら
な
ど
の
カ
ス
は
多
少
混
じ
っ
て

も
大
丈
夫
で
す
が
、
で
き
る
だ
け
す
く

い
取
っ
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
容
器
の
外
側
が
汚
れ
た
場
合
は
、
軽
く

拭
き
取
っ
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

  

お
問
い
合
わ
せ

　

 

総
務
部　

総
務
課（
米
原
庁
舎
）

　

 

☎ 

５
２
ー
１
５
５
２　

 

５
２
ー
４
４
４
７

環境保全課からのおしらせ

総務課からのおしらせ

廃
食
用
油

  
実
験
回
収
し
ま
す
!!

情
報
公
開
の

　
　
　
　
実
施
状
況

個
人
情
報
保
護
制
度
の

運
用
状
況

お問い合わせ　　経済環境部　環境保全課（伊吹庁舎）　☎ ５８ー２２３０　  ５８ー１６３０

廃食用油の回収に使用する車は、
BDFを使用しています。

▲回収ボックス

実施
機関

請求
件数

処　理　状　況

公　開 非
公
開

取
り
下
げ

全 

部
部 

分

市　長 11 ０ ３ ４ ４

教　育
委員会 ５ ０ ３ １ １

選挙管理
委員会 ３ ０ ３ ０ ０

合　計 19 ０ ９ ５ ５
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市
の
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
使
用
料

と
公
共
下
水
道
使
用
料
を
統
一
し
ま
す
。

新
し
い
料
金
体
系
は
下
表
の
と
お
り
で

す
。

▼
一
部
の
地
域
で
料
金
が
変
わ
り
ま
す

　

今
回
料
金
が
変
わ
る
区
域
は
、
山
東
地

域
の
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
を
利
用
さ

れ
て
い
る
区
域
で
す
。

※
菅
江
、
清
滝
、
山
室
、
朝
日
、
野
一
色

の
一
部
、
夫
馬
、
烏
脇
、
坂
口
、
村
居
田
、

井
之
口
の
一
部
、
梓
河
内

▼
新
し
い
料
金
体
系
の
適
用

　

11
月
請
求
分
（
８
月
20
日
以
降
の
使
用

分
）
か
ら
に
な
り
ま
す
。

①
台
所
排
水
の
下
流
側
に
分
離
ま
す
が

あ
る
の
で
、
フ
タ
を
開
け
ま
す
。

②
ま
す
内
に
溜
ま
っ
て
い
る
油
類
を
お

玉
や
網
を
使
っ
て
新
聞
紙
な
ど
に
す

く
い
上
げ
ま
す
。

③
ホ
ー
ス
な
ど
を
使
っ
て
、ま
す
に
付
い

て
い
る
油
類
を
落
と
し
て
く
だ
さ
い
。

④
除
去
し
た
油
類
は
、
水
分
を
よ
く
切

り
、
可
燃
ご
み
と
一
緒
に
ご
み
収
集

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

分
離
ま
す
を
定
期
的
に
清
掃
し
ま
し
ょ
う

　

下
水
道
は
市
民
全
員
の
共
有
財
産
で
あ
り
、
そ
の
維
持
管
理
は
市
民
の
み
な

さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
下
水
道
使
用
料
に
よ
り
賄
っ
て
い
ま
す
。

　

野
菜
く
ず
、
油
、
そ
の
他
水
に
溶
け
な
い
も
の
を
流
す
と
下
水
道
が
詰
ま
る

原
因
と
な
り
ま
す
。
分
離
ま
す
の
定
期
的
な
清
掃
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
の
心
配

り
で
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

上下水道課からのおしらせ

下
水
道
の
使
用
料
金
を

統
一
し
ま
す
!!

基本料金 超過料金
汚水量 １㎥当たりの料金 汚水量 １㎥当たりの料金

10㎥まで １，２８１円

30㎥まで １４１．７５円
50㎥まで １５２．２５円
100㎥まで １６２．７５円
750㎥まで １７３．２５円
750㎥を超える分 ２２０．５０円

※下水道料金の計算方法（例）１か月に 20㎥使用した場合

10㎥まで
1,281 円

11㎥～ 20㎥
10㎥× 141.75 円

2,698 円
（１円未満切り捨て）＋ ＝

お問い合わせ　　土木部　上下水道課（近江庁舎）　　☎ ５２ー６９２４　  ５２ー４８５８

　
分
離
ま
す
の
清
掃
例
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①
保
険
料
申
請
免
除

　

本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
前
年
所

得
が
一
定
基
準
以
下
の
場
合
、
申
請
し

て
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
の
納
付
が
全
額

ま
た
は
一
部
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
承
認
期

間
は
、
原
則
７
月
か
ら
翌
年
６
月
ま
で
で

す
。

※
一
部
納
付
（
４
分
の
１
納
付
、
半
額
納

付
、
４
分
の
３
納
付
）
に
つ
い
て
は
、

保
険
料
の
納
付
が
な
け
れ
ば
未
納
と
同

じ
取
扱
い
に
な
り
ま
す
。

②
若
年
者
納
付
猶
予

　

30
歳
未
満
の
方
で
、
本
人
・
配
偶
者
の

前
年
所
得
が
一
定
基
準
以
下
の
場
合
、
申

請
し
て
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
ま
す
。
承
認
期
間
は
、
原
則
７

月
か
ら
翌
年
６
月
ま
で
で
す
。

③
学
生
納
付
特
例

　

学
生
の
方
で
、
本
人
の
前
年
所
得
が
一

定
基
準
以
下
の
場
合
、
申
請
し
て
承
認
さ

れ
る
と
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま

す
。
承
認
期
間
は
、
原
則
４
月
か
ら
翌
年

３
月
ま
で
で
す
。

　

な
お
、
将
来
受
給
さ
れ
る
老
齢
基
礎
年

金
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
下
表
の
よ
う
に
反
映

さ
れ
ま
す
。

　

国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
理
由
で
保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難
な
場
合
、
申

請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

制
度
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。
申
請
の
手
続
き
は
、
市
の
保
険
課
ま
た
は

日
本
年
金
機
構
年
金
事
務
所
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の

　
　
納
付
が
困
難
な
場
合
は

　
　
　
　
　
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

お問い合わせ　　市民部　保険課（近江庁舎） 　　☎ ５２ー６９２２　  ５２ー８７３０

　　　　　　　　日本年金機構彦根年金事務所　　☎ ０７４９ー２３ー１１１４

【参考】保険料免除・若年者納付猶予・学生納付特例の違い

全額免除

一部納付（一部免除）※
若年者納付猶予
学生納付特例

4 分の 1 納付 半額納付 4 分の 3 納付

老齢基礎年金を
受給するために
必要な受給資格
期間に

算入されます。 算入されます。 算入されます。 算入されます。 算入されます。

老齢基礎年金を
計算する際には

2 分の 1 が反映
されます。
(21 年３月まで
は 1/3）

8 分の 1 が反映
されます。
(21 年３月まで
は 1/2）

4 分の 3 が反映
されます。
(21 年３月まで
は 2/3）

8 分の 7 が反映
されます。
(21 年３月まで
は 5/6）

反映されません。

※ただし、一部納付については納期限までに保険料が納付されていることが前提です。

保険課からのおしらせ
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ネ
ッ
ト
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
上
の
「
掲

示
板
」
や
「
ブ
ロ
グ
」
な
ど
に
は
、
特
定
個

人
へ
の
誹ひ

謗ぼ
う

中ち
ゅ
う

傷し
ょ
う

、
勝
手
な
個
人
情
報
の
公

開
、
差
別
的
な
内
容
の
書
き
込
み
な
ど
、
人

権
を
侵
害
す
る
悪
質
な
行
為
が
数
多
く
存
在

し
て
い
ま
す
。

　
「
自
分
が
書
い
た
と
い
う
こ
と
は
誰
に
も
わ

か
ら
な
い
か
ら
…
」
な
ど
の
安
易
な
気
持
ち

で
書
き
込
む
こ
と
で
、
相
手
の
心
を
ひ
ど
く

傷
つ
け
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

本
当
に
匿
名
？

　

こ
の
よ
う
な
問
題
の
背
景
に
は
、
ネ
ッ
ト

の
匿
名
性
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
本

当
に
匿
名
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　

結
論
を
言
う
と
、
匿
名
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

パ
ソ
コ
ン
に
は
１
台
ご
と
に
Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ
ス

と
い
う
個
別
の
番
号
が
つ
い
て
お
り
、
悪
質

な
書
き
込
み
な
ど
を
行
っ
て
警
察
の
捜
査
の

対
象
と
な
っ
た
場
合
、
す
ぐ
に
そ
の
パ
ソ
コ

ン
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ネ
ッ
ト
利
用
の
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

　

ネ
ッ
ト
は
必
ず
し
も
匿
名
で
は
な
く
、
人

権
侵
害
や
犯
罪
行
為
の
場
合
は
、
個
人
が
特

定
さ
れ
、
罪
に
問
わ
れ
る
こ
と
を
意
識
し
、

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
利
用
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

◆
相
手
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

　
　

ネ
ッ
ト
上
で
あ
っ
て
も
、
相
手
が
い

る
こ
と
を
常
に
意
識
し
、
相
手
の
人
権

を
尊
重
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

◆
噂
や
う
そ
を
書
き
込
ま
な
い

　
　

現
実
社
会
と
同
様
、
噂
や
う
そ
の
情

報
を
書
き
込
ん
で
他
人
を
だ
ま
す
こ
と

は
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
言
葉
の
使
い
方
に
気
を
つ
け
る

　
　

文
字
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

で
は
、
細
か
な
気
持
ち
が
伝
わ
ら
ず
、

誤
解
を
招
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
言
葉

の
使
い
方
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

◆
責
任
は
自
分
に
あ
り
ま
す

　
　

情
報
を
発
信
し
た
り
受
信
し
た
り
す

る
こ
と
は
、
社
会
的
に
も
法
的
に
も
、

責
任
は
す
べ
て
自
分
に
あ
る
こ
と
を
常

に
意
識
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
差
別
に
つ
な
が
る
こ
と
は
書
か
な
い

　
　

差
別
的
な
表
現
な
ど
で
人
を
傷
つ
け

る
よ
う
な
書
き
込
み
は
、
人
権
侵
害
で

あ
り
、
許
さ
れ
な
い
行
為
で
す
。

◆
個
人
情
報
を
漏
ら
さ
な
い

　
　

掲
示
板
等
に
他
人
の
個
人
情
報
を
書

き
込
ん
だ
り
、
他
人
に
な
り
す
ま
し
て

投
稿
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
侵
害
に
あ
た
り
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
、
ネ
ッ
ト
上
で
の
誹ひ

謗ぼ
う

中ち
ゅ
う

傷し
ょ
う

は
『
名め
い

誉よ

毀き

損そ
ん

』、「
殺
す
」
な
ど
の
書
き
込

み
は
『
脅
迫
』
と
な
り
、
警
察
の
捜
査
対
象

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ネ
ッ
ト
は
心
の
窓

　

世
界
中
の
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
手
に
入
れ
る

こ
と
が
で
き
る
ネ
ッ
ト
上
に
書
き
込
み
な
ど

を
行
う
こ
と
は
、
世
界
中
に
自
分
の
意
見
を

発
信
し
て
い
る
こ
と
と
同
じ
だ
と
い
え
ま

す
。
そ
の
た
め
、
自
分
の
発
言
に
責
任
を
持

つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

匿
名
性
が
高
く
、
相
手
が
見
え
な
い
ネ
ッ

ト
上
だ
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の

人
権
意
識
が
真
に
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
一
人
ひ
と
り
の
人
権
意
識
を
高
め
、
安

全
で
快
適
な
ネ
ッ
ト

社
会
を
築
き
上
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

考えよう！ No.4 〜 いのちと人権 〜

お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
部 

人
権
政
策
課 

（
米
原
庁
舎
）

　

☎ 

５
２
ー
６
６
２
９　

 

５
２
ー
４
５
３
９

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

　
　
　
　
　
差
別
に
つ
い
て

人権尊重のまちづくりに向けて、４回シリーズの人権講座を開催します。
受講料は無料で、事前申込も不要です。

　▶日　時　７月 23 日（金）　19 時～ 21 時
　▶会　場　近江公民館
　▶講　師　宮

みや

田
た

　仁
ひとし

　氏（滋賀大学教育学部　教授）
　▶演　題　「ケータイ、ネット社会と人権」
　　　　　　〜被害者になったり、知らない間に加害者になってしまわないために〜

お問い合わせ

　人権教育推進協議会事務局
　　☎ 54 − 2220
　　  54 − 2220
　教育委員会　生涯学習課
　（ルッチプラザ）
　　☎ 55 − 8106
　　  55 − 4556

第１回　きらめき人権講座
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多文化共生の 
　まちづくりに向けて 

特 
集 

結果報告  vol.２

米原市多文化共生社会実現に向けた

市民意識調査市民意識調査

　

市
で
は
昨
年
度
、
外
国
籍
市
民
に
関

す
る
日
本
人
市
民
の
意
識
や
実
態
を
把

握
す
る
た
め
「
米
原
市
多
文
化
共
生
社

会
実
現
に
向
け
た
市
民
意
識
調
査
」
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

６
月
15
日
号
の
特
集
で
は
、
調
査
に

よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
外
国
籍
市
民

に
対
す
る
日
本
人
市
民
の
意
識
や
、
お

互
い
の
関
わ
り
の
実
態
な
ど
に
つ
い
て

お
伝
え
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
回
は
調
査
結
果
を
通
じ
て
具
体
的

に
見
え
て
き
た
、
市
が
取
り
組
む
べ
き

課
題
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　
　
交
流
の
機
会
の
創
出

　

ま
ず
取
り
組
む
べ
き
こ
と
は
、
日
本

人
市
民
と
外
国
籍
市
民
が
交
流
す
る
た

め
の
場
と
機
会
の
提
供
で
す
。
外
国
籍

市
民
を
日
常
的
に
見
か
け
る
こ
と
が

あ
っ
て
も
、
交
流
を
深
め
た
り
、
彼
ら

に
対
し
て
親
し
み
を
も
っ
た
り
す
る
こ

と
が
少
な
い
の
は
、
お
互
い
が
積
極
的

に
関
わ
る
機
会
が
な
か
っ
た
か
ら
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

平
成
20
年
度
に
実
施
し
た
外
国
籍
市

民
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
か
ら
も
明

ら
か
な
よ
う
に
、
市
内
に
在
住
す
る
外

国
籍
市
民
は
、
派
遣
会
社
や
受
け
入
れ

企
業
が
用
意
す
る
ア
パ
ー
ト
と
職
場
と

を
往
復
す
る
毎
日
で
、
地
域
で
交
流
を

深
め
る
機
会
は
限
ら
れ
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
日
本
人
市
民
の
中
に

は
、
外
国
籍
市
民
と
の
交
流
を
望
ん
で

い
る
人
が
少
な
か
ら
ず
見
受
け
ら
れ
、

特
に
若
い
世
代
は
前
向
き
で
す
。

　

市
に
お
い
て
も
、
交
流
の
場
と
機
会

を
積
極
的
に
設
け
て
い
く
こ
と
で
、
お

互
い
に
抱
い
て
い
た
抵
抗
感
が
薄
れ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
活
発
化
や
外
国

籍
市
民
を
支
援
す
る
市
民
団
体
が
形
成

さ
れ
る
な
ど
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
発
展

す
る
可
能
性
も
期
待
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
外
国
籍
市
民
に
と
っ
て
も
、

同
じ
市
民
と
し
て
の
自
覚
が
生
ま
れ
、

地
域
へ
溶
け
込
も
う
と
い
う
気
概
が
生

ま
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
多
文
化
共
生
教
育
の
実
践

　

国
際
交
流
は
と
き
と
し
て
、
外
国
の

食
べ
物
や
衣
装
、
祭
り
な
ど
を
紹
介
す

る
よ
う
な
、
単
な
る
イ
ベ
ン
ト
に
終
始

す
る
可
能
性
が
否
め
ま
せ
ん
。

　

交
流
活
動
を
多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
は
、
す

べ
て
の
人
々
が
持
つ
市
民
と
し
て
の
権

利
を
尊
重
す
る
こ
と
を
学
ぶ
「
多
文
化

共
生
教
育
」
の
実
践
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
こ
こ
で
い
う
教
育
と
は
学
校

で
の
教
育
に
限
ら
ず
、
市
役
所
の
各
部

局
が
連
携
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事

業
の
中
で
幅
広
く
取
り
組
む
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
　
国
際
協
会
等
の
設
立

　

現
在
、
県
内
に
は
㈶
滋
賀
県
国
際
協

会
の
ほ
か
、
14
の
市
町
が
独
自
の
国
際

協
会
な
ど
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
協
会
は
、
国
際
交
流
の
橋

渡
し
役
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
多
文

化
共
生
教
育
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

し
て
も
重
要
な
存
在
で
す
。
市
に
お
い

て
も
協
会
設
立
の
検
討
を
視
野
に
入

れ
、
県
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
っ

て
い
く
こ
と
も
必
要
と
言
え
ま
す
。

課題
①

課題
②

課題
③
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市民意識調査特
集
多文化共生の
まちづくりに向けて

米原市多文化共生社会実現に向けた

市民意識調査 結果報告 Vol.2

多
文
化
共
生
社
会
か
ら

さ
ら
に
広
い
共
生
社
会
へ
と
…

　

今
回
の
調
査
結
果
か
ら
は
、
次
の
よ

う
な
傾
向
が
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。

　

長
引
く
不
況
の
あ
お
り
を
受
け
、
自

身
の
生
活
に
不
満
を
抱
え
る
日
本
人
市

民
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
い
っ

た
状
況
の
中
、
現
在
の
生
活
に
不
満
が

あ
る
日
本
人
市
民
の
８
割
近
く
が
、「
外

国
籍
市
民
の
た
め
の
支
援
活
動
に
は
参

加
し
た
く
な
い
」
と
回
答
し
て
い
た
の

で
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
考
え
て
み
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
。
外
国
籍
市
民
と
の

関
わ
り
を
考
え
る
こ
と
は
、
社
会
に
は

多
様
な
文
化
や
価
値
観
が
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
、
国
籍
に
関
わ
ら
ず
み
ん
な
が

市
民
と
し
て
生
き
る
権
利
を
持
っ
て
い

る
こ
と
へ
の
気
づ
き
の
機
会
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

そ
し
て
、
ひ
い
て
は
、
性
別
や
障
が

い
の
有
無
な
ど
に
よ
っ
て
人
を
区
別
し

な
い
、
も
っ
と
広
い
意
味
で
の
共
生
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
チ
ャ
ン
ス
で

も
あ
る
の
で
す
。

さ
ら
な
る
充
実
に
向
け
て

取
組
を
進
め
ま
す

　

こ
れ
ま
で
か
ら
市
で
は
、
す
べ
て
の

市
民
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
き
た
も
の

の
、
外
国
籍
市
民
に
対
す
る
施
策
は
立

ち
遅
れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
各
庁
舎
の
多
言
語
に
よ
る

案
内
標
記
や
通
訳
の
配
置
、
相
談
電
話

の
設
置
な
ど
、
昨
年
か
ら
少
し
ず
つ
で

は
あ
り
ま
す
が
具
体
的
な
成
果
も
み
え

始
め
て
い
ま
す
。

▲外国籍市民が最も多く訪れる山東庁舎。
　昨年から各庁舎の窓口に通訳を配置しています。

　

人
権
に
関
す
る
審
議
機
関
で
あ
る

「
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
」

か
ら
提
出
さ
れ
た
提
言
書
（
上
記
）
も

受
け
、
今
後
も
引
き
続
い
て
「
多
文
化

共
生
社
会
」
の
実
現
に
向
け
た
取
組
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
部 

人
権
政
策
課 

（
米
原
庁
舎
）

　

☎ 

５
２
ー
６
６
２
９　

 

５
２
ー
４
５
３
９

　今回の調査結果について

は、審議会でも検証を行い

ました。特に重要と思われ

る次の点について、市長に

提言を行いました。

　外国籍市民のための施策

では、言語的障害を乗り越

えられる職員の活動が重要

です。現在、通訳職員の配置が行われていますが、こ

こで蓄積しつつある経験を活用できるよう、中長期の

人事計画が必要であると考えます。

　また、調査の中で「在日外国人のための活動」に「参

加したい」と答えた人は項目によって「1.9％～ 6.0％」

あり、一見少ないように思えますが、たとえわずかで

あってもこのような活動に参加できる市民が登場する

ことは大切なことです。むしろ潜在的な可能性を示す

ものととらえて、言葉や文化の学習機会を積極的に作っ

ていくべきでしょう。

　そして、「国際協会」ついては、県内の国際協会へ出

向いて資料収集を行うなど、設立準備に向けて具体的

に動き出すことが必要ではないでしょうか。

　何よりも、調査の報告書が十分に活用され、提言の

内容が近い将来に実現されることを期待します。

提 言
『多文化共生社会実現のための施策について』

人権尊重のまちづくり審議会

会長　田
た

中
なか

　欣
よし

和
かず

さん

5月19日(米原庁舎)

田中会長から泉市

長へ提言書が手渡

されました。
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が
ん
ば
る
ヘ
ル
シ
ー

　
　
集
落
事
業
に
参
加
し
て

～ 

柏
原
　
横よ
こ

川が
わ

　
芳よ
し

美み 

さ
ん （
65
歳
）
～

在
宅
長
寿
の
ヒ
ケ
ツ

健康きらり

お問い合わせ　福祉支援局　地域包括支援センター ( 山東庁舎）　☎ ５５ー８１１０　  ５５ー８１３０

お問い合わせ　　健康福祉部　健康づくり課（山東庁舎）　☎ ５５ー８１０５　  ５５ー２４０６

　

認
知
症
は
、
最
近
の
研
究
で
生
活

習
慣
を
変
え
る
こ
と
で
発
症
を
遅
ら

せ
た
り
、
症
状
を
軽
く
お
さ
え
ら
れ

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て

き
ま
し
た
。

　

高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習

慣
病
を
予
防
す
る
こ
と
は
、
認
知
症

を
予
防
す
る
第
一
歩
で
す
。

★
運
動
に
取
り
組
も
う

　

運
動
す
る
こ
と
で
、
脳
の
い
ろ
い

ろ
な
場
所
が
刺
激
を
受
け
、
ま
た
脳

の
血
流
量
も
増
え
て
脳
が
活
性
化
す

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

○
手
軽
に
取
り
組
め
、
な
お
か
つ
有

酸
素
運
動
と
し
て
の
効
果
も
あ
る

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
が
お
す
す
め
で

す
。

○
ま
ず
は
週
に
１
～
２
回
、
で
き
る

範
囲
か
ら
始
め
て
、
徐
々
に
体
を

な
ら
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
慣
れ

て
き
た
ら
、
週
５
回
、
30
分
程
度

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
目
標
に
し
ま

し
ょ
う
。

○
「
運
動
を
し
な
く
て
は
！
」
と
い

う
気
持
ち
は
ス
ト
レ
ス
に
な
り
逆

効
果
で
す
。
自
分
が
気
持
ち
よ
く

運
動
で
き
る
こ
と
を
一
番
に
考
え

て
実
践
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

○
医
療
機
関
に
か
か
っ
て
お
ら
れ
る

方
は
、
医
師
の
指
示
に
従
っ
て
運

動
を
し
て
く
だ
さ
い
。

★
睡
眠
の
リ
ズ
ム
を
大
切
に

　

年
齢
を
重
ね
る
と
睡
眠
が
浅
く
な

る
傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、
脳
が
記
憶

の
情
報
処
理
を
行
う
た
め
に
は
質
の

良
い
睡
眠
を
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

○
昼
寝
を
す
る
場
合
は
、
午
後
の
早

め
の
時
間
で
30
分
以
内
に
し
ま

し
ょ
う
。
午
後
の
活
動
性
が
高
ま

り
、
夜
の
深
い
眠
り
に
つ
な
が
り

ま
す
。

○
夕
方
に
運
動
を
す
る
と
夜
の
眠
り

が
深
く
な
り
ま
す
。

○
深
酒
は
眠
り
を
浅
く
し
ま
す
の
で

避
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
い
ず
れ
の
予
防
方
法
も
生
活
習
慣

と
し
て
身
に
つ
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

～
認
知
症
予
防
に
役
立
つ
習
慣
～

　

５
年
前
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事
業
メ
デ
ィ
カ
ル

チ
ェ
ッ
ク
を
夫
婦
で
受
診
し
ま
し
た
。

主
人
の
方
が
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
で
要
指
導
と
な
り
、
保
健
師

さ
ん
が
家
庭
訪
問
し
、
食
事
指
導
や

助
言
を
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

初
め
て
生
活
習
慣
の
大
切
さ
が
わ

か
り
、
朝
夕
、
血
圧
を
測
り
、
グ
ラ

フ
に
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
の
私

の
血
圧
は
、
１
２
０
～
１
３
０
㎜
Hg

で
そ
れ
ほ
ど
気
に
は
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
２
年
前
の
冬
、
突
然
目

ま
い
、
吐
き
気
が
し
て
血
圧
を
測
っ

た
ら
、
２
０
０
㎜
Hg
近
く
ま
で
あ
が
っ

て
お
り
、
す
ぐ
に
救
急
で
病
院
へ
行

き
、
そ
の
後
の
指
導
で
、
朝
一
錠
の

薬
を
飲
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
ま
で
自
信
過
剰
だ
っ
た
私
は
、

運
動
教
室
、
料
理
教
室
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
な
ど
へ
、
積
極
的
に
参
加
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
マ
イ

ヘ
ル
シ
ー
ト
で
、
健
康
目
標
と
行
動

目
標
を
立
て
た
結
果
、
１
０
０
点
満

点
ま
で
は
な
か
な
か
手
が
届
き
ま
せ

ん
が
、
自
分
自
身
の
こ
と
で
す
。
笑

顔
で
日
々
過
ご
せ
る
よ
う
、
前
向
き

に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

「健康きらり」で
は、健康で明る
く元気にくらす
ための情報を紹
介しています。

担当保健師から一言

　柏原区で２年間実施し
た「がんばるヘルシー集落
事業」は、区の健康課題を
アンケート調査や健診デー
タ等の分析から明らかに
し、柏原区で実施されてい
る運動会や健康まつり等に
ウォーキング教室や料理教
室、介護予防教室等の新規
事業を組み合わせて、区ぐ
るみで健康づくりに取り組
んだ新しい事業です。
　横川さんは、目標を立て、
達成度を確認していく「マ
イヘルシート」を活用し、
本事業に積極的に取り組ま
れました。今後も目標達成
に向け継続して取り組まれ
ます。
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　台風や集中豪雨の時、最も頼りになるのは気
象情報です。注意報や警報に十分注意し、市か
ら広報する防災情報を聞きのがさないように心
構えと避難準備をしましょう。

  １、情報収集のために
①停電でテレビから情報が得られなくなるとい

うことのないように、ラジオの準備。
②市から放送する防災情報を聞きのがさないよ

う防災無線をよく聞こえる場所に準備。
③懐中電灯やラジオ、防災無線の新しい電池を

準備。
④市からの防災情報は、自治会長や広報車でも

提供します。聞きのがさないようご注意くだ
さい。

  ２、安全に避難するために
①ラジオ・防災無線を携帯し、常に最新の気象

情報や防災情報を収集してください。
②長靴は水が入り歩きにくくなるので、ひもつ

き運動靴をはきましょう。
③手が自由に使えるよう、非常持出品などの持

ち物は背負いましょう。
④先頭を歩く人は、長い棒を杖にしながらくぼ

みや溝を確かめて歩きましょう。
⑤歩ける深さは男性で 70㎝、女性で 50㎝、子

どもで 30㎝が目安です。水が腰の深さになっ
たら、無理せず高い所で救助を待ちましょう。

鶏もも肉 60g� 6 切れ
塩� 少々
植物油� 少々
梅酒� 大さじ２

しょうゆ� 大さじ１強
三温糖� 大さじ２弱
みりん� 小さじ１

①鶏肉は軽く塩をする。
②厚手の鍋に植物油を入れ熱し、①を入れ少し

焼き目を付ける。
③②の中へ、梅酒、しょうゆ、三温糖、みりん

を入れて蓋をして弱火で煮詰め照りをつける。

　梅は食あたり、疲労回復、肩こり、神経痛に
も効果があり、「梅は三毒をたつ」と言うことわ
ざもあるほど効果があります。
　梅酒を入れることによって、お肉が柔らかくな
りとってもおいしいです。また、小鮎の飴炊き
に入れると生臭みがとれます。梅酒を使った料
理や梅酒ドリンクで夏バテを予防しましょう。

お問い合わせ　市民部　市民安全課（近江庁舎）
　☎ ５２ー６６３０　  ５２ー６９３０

気象情報は命綱

お試し
メニュー

鶏肉の梅酒煮

栄養士からのワンポイントアドバイス

材料（4 人分）�…………………………………

作り方�………………………………………

6月3日の給食

毎月 19 日は「食育の日」

風水
害
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み
ね
日び

よ

り和

市
長

エ
ッ
セ
イ

災害時急連絡道路　開通式
（6月 2日）

　奥伊吹スキー場のゲレンデを通り県境まで続く

作業道と、岐阜県揖斐川町の林道を接続した「緊

急連絡道路」が完成し、泉市長、揖斐川町長、土

地の管理者である奥伊吹レクレーション株式会社

の草野社長をはじめとする関係者の出席のもと、

開通を祝うテープカットが行われました。

　この「緊急連絡道路」の完成により、地震など

の災害発生時には、揖斐川町と相互に応援体制を

取ることができ、山間部にある集落の孤立を防ぐ

ことが期待されています。

　この「緊急連絡道路」は、災害時のみの通行と

なります。

わさびの特産化に向けた情報交換
（6月 11日）

　市内のわさび生産者と農産物直売所などの代表
者が情報交換を行う「わさび生産者間連携会議」
が開催されました。
　この会議では、栽培や利用方法、購入者のニー
ズなどについての情報交換、わさびの加工に取り
組む地域グループの事例紹介が行われました。
　現在栽培しているわさびを試食した出席者は、

「わさび特有の辛味と風味が心地よい。上手く活
用し、生産・加工・販売とつなげていければ。」と、
味を確かめておられました。
　わさびのブランド化に向け、生産サイドと販売
サイドの双方からイメージアップを図っていこう
と、今後も連携会議が行われる予定です。

　

60
歳
を
超
え
、
血
圧
が
高
め
で
高
脂
血
症
の
傾
向
が
あ
る
な
ど
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
心
配
す
る
歳
に
な
り
ま
し
た
。

気
軽
に
取
り
組
め
る
運
動
が
な
い
か
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
先

月
か
ら
山
東
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
プ
ー
ル
が
温
水
プ
ー
ル
と

し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
の
を
機
に
、
水
泳
を
始
め
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

私
の
場
合
は
水
中
歩
行
が
中
心
で
、
30
分
も
歩
く
と
よ
い
運
動

に
な
り
ま
す
。
親
子
連
れ
や
私
よ
り
も
高
齢
の
方
な
ど
、
様
々
な

年
齢
層
の
方
が
泳
ぎ
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
す
が
、
私
も
無
理
の

な
い
ペ
ー
ス
で
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

す
で
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
か
ら
「
ま
い
ば
ら
健
康

カ
レ
ッ
ジ
」
を
開
講
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
、
自
分
に
合
っ
た
健

康
づ
く
り
を
考
え
・
実
践
す
る
機
会
と
し
て
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

　

一
方
、
現
在
「
市
長
へ
の
手
紙
」
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
て
い
る

中
で
、
健
康
や
福
祉
に
つ
い
て
切
実
な
ご
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
手
紙
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
私
の
認
識

不
足
で
あ
っ
た
こ
と
や
配
慮
が
足
り
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
、
改
め

て
気
づ
か
さ
れ
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
今
後
も
こ
う

い
っ
た
ご
意
見
や
ご
提
言
を
真
摯
に
受
け
止
め
な
が
ら
、
幅
広
い

視
点
で
元
気
な
米
原
市
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
７
月
１
日
記
）
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︱ 

京
極
道ど

う

誉よ

の
登
場
！ 

―

　
「
北
近
江
の
戦
国
大
名
は
？
」。
こ
う
聞

か
れ
る
と
、
多
く
の
方
は
「
浅
井
氏
」
と

答
え
ま
す
。
書
店
に
並
ぶ
歴
史
本
の
戦
国

大
名
分
布
地
図
に
も
、
近
江
の
北
半
分
が

浅
井
氏
、
南
が
六
角
氏
と
な
っ
て
い
ま
す
。

戦
国
時
代
は
、
一
四
六
七
年
の
応お

う
に
ん仁
の
乱

か
ら
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
足

利
将
軍
家
と
幕
府
の
有
力
大
名
山や

ま

名な

・
細

川
・
畠は

た
け

山や
ま

氏
ら
の
抗
争
が
全
国
に
広
が
り
、

そ
れ
ま
で
京
都
を
中
心
に
活
動
し
て
い
た

大
名
た
ち
が
、
乱
れ
始
め
た
領
国
を
治
め

る
た
め
に
地
元
に
帰
り
、
強
固
な
城
を
築

い
て
地
元
の
豪
族
を
支
配
し
ま
す
。
と
き

に
は
地
元
の
有
力
者
に
よ
っ
て
支
配
権
を

奪
わ
れ
る
「
下げ

剋こ
く

上
じ
ょ
う
.

」
と
い
う
現
象
が
各

地
で
起
こ
り
ま
す
。
北
近
江
で
は
、
鎌
倉

時
代
以
降
、
応
仁
の
乱
を
経
て
天
文
年
間

（
一
五
五
〇
頃
）
ま
で
、
京
極
氏
が
支
配

者
で
し
た
。
浅
井
氏
は
長
政
の
と
き
に
、

よ
う
や
く
北
近
江
の
戦
国
大
名
に
な
り
ま

す
。

京
極
家
の
有
名
人

　

そ
の
後
、
京
極
氏
は
戦
乱
の
世
を
な
ん

と
か
乗
り
切
っ
て
、
江
戸
幕
府
の
大
名
家

と
し
て
明
治
維
新
を
迎
え
ま
す
。
実
に

二
七
代
。
分
流
を
名
乗
る
家
も
多
く
、
全

国
に
散
ら
ば
り
ま
す
。
京
極
氏
で
著
名
な

の
は
、
室
町
幕
府
の
功
労
者
・
道ど

う

誉よ

（
高た

か

氏う
じ

）
と
、
関
ケ
原
の
戦
い
の
お
り
、
大
津

城
で
西
軍
を
足
止
め
し
た
高た

か
つ
ぐ次
で
す
。
今

回
は
、
京
極
氏
歴
代
で
お
そ
ら
く
も
っ
と

も
有
名
な
婆ば

さ

ら

娑
羅
大
名
・
京
極
道
誉
の
巻

で
す
。

　

氏う
じ
の
ぶ信
か
ら
数
え
て
五
代
目
に
当
る
の
が

道
誉
で
す
。
鎌
倉
幕
府
の
滅
亡
と
後ご

醍だ
い

醐ご

天
皇
の
建
武
の
新
政
を
始
ま
り
と
す
る
南

北
朝
の
動
乱
期
に
足あ

し
か
が
た
か
う
じ

利
尊
氏
と
と
も
に

活
躍
し
ま
す
。
京
極
家
の
繁
栄
の
基
礎
を

築
い
た
要
因
は
、
道
誉
の
先
見
性
に
あ
り

ま
す
。
鎌
倉
時
代
末
期
の
道
誉
は
、
北
条

氏
に
反
旗
を
ひ
る
が
え
し
た
後
醍
醐
天
皇

の
隠お

き

の岐
島し

ま

配は
い

流る

に
幕
府
の
将
と
し
て
つ
き

従
い
、
同
じ
く
捕
ら
え
ら
れ
た
北き

た

畠ば
た
け

具と
も
ゆ
き行

を
柏
原
で
斬
首
す
る
と
い
う
鎌
倉
幕
府
に

忠
実
な
武
将
で
す
。
し
か
し
、
足
利
尊
氏

が
蜂ほ

う

起き

す
る
や
い
ち
早
く
は
せ
参
じ
、
以

後
一
貫
し
て
尊
氏
と
行
動
を
と
も
に
し
ま

す
。

数
ヶ
国
の
守
護
と
な
る

　

一
方
で
、
佐
々
木
本
家
で
あ
る
南
近
江

の
六ろ

っ
か
く角
時と

き
の
ぶ信
は
、
最
後
ま
で
北
条
氏
に
従

い
、
北
条
仲な

か
と
き時
ら
四
三
〇
名
が
番
場
の
蓮れ

ん

華げ

寺じ

で
自じ

刃じ
ん

し
て
、
よ
う
や
く
足
利
方

に
従
い
ま
す
。
時
信
は
こ
の
と
き
同
族
の

道
誉
に
仲
介
を
頼
ん
で
い
ま
す
。
本
家
の

六
角
氏
が
、
分
家
の
京
極
氏
を
頼
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
の
出
来
事

は
、
両
家
の
力
の
逆
転
を
み
ご
と
に
表
し

て
い
ま
す
。

　

後
醍
醐
天
皇
の
新
政
は
二
年
余
り
し
か

続
か
ず
、
以
後
、
恩
賞
な
ど
に
対
す
る
武

士
た
ち
の
不
満
、
尊
氏
と
護も

り
な
が
し
ん
の
う

良
親
王
・
新に

っ

田た

義よ
し
さ
だ貞
の
対
立
、
尊
氏
の
離
反
に
よ
る
新

政
の
崩
壊
、
南
北
朝
の
分
裂
、
足
利
兄
弟

の
対
立
な
ど
、
南
北
朝
時
代
は
権
力
欲
を

む
き
出
し
に
し
た
泥
沼
化
の
様
相
を
見
せ

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
も
道
誉
の
先
見

の
明
は
発
揮
さ
れ
て
、
着
々
と
地
歩
を
固

め
、
功
績
が
認
め
ら
れ
て
京
極
氏
と
し
て

は
じ
め
て
若わ

か

狭さ

で
一
国
の
守
護
（
県
知
事
）

に
任
ぜ
ら
れ
、
建
武
五
年
（
一
三
三
八
）

に
は
尊
氏
か
ら
近
江
守
護
に
任
命
さ
れ
ま

す
。
や
が
て
飛
騨
・
出
雲
・
隠
岐
三
ヶ
国

の
守
護
職
も
手
に
入
れ
ま
す
。
京
極
家
繁

栄
の
基
礎
は
、
ま
さ
し
く
道
誉
の
獅
子
奮

迅
の
働
き
に
よ
っ
て
固
め
ら
れ
ま
し
た
。

（
歴
史
・
文
化
財
保
護
室
）

米
原
市
の
歴
史
・
文
化
財
を
歩
く
�

京
極
氏
と
浅
井
三
姉
妹
物
語

▶ 

北
条
仲
時
一
行
供
養
墓
碑

特　別
シリーズ

其　の

二
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あなたが産まれてきてから、あなた中心の生活

で毎日バタバタしているのですが、ふと、あな

たが一人でできることが増えていて成長に気づ

きます。私一人だった時は、成長なんて感じな

かったので、とても嬉しいことの多い「バタバタ」

の毎日なんですよ。

おとん、おかん　い
つもありがとう。

結婚式でも言った言
葉ですが、子どもを

授かり、

自分が親になった今
だから「本当にあり

がとう」

と思います。

声に出して言うのは
恥ずかしいので、二

人が天

国に行くまでには必
ず言わせてもらいま

す。

何に対しても努力を惜しまず、

いつも潔いお母さん。

いつまでもかなわないなぁ･･･。

尊敬しています。

子どもを産み育てて、親の大変さ、優しさに、今気づきました。子どもたちには人に優しく、そして健康に兄弟仲良く育ってほしい、
育てなくては！と思います。産んでくれてありがとう。産まれてきてくれてありがとう。

ＡＭさん 30 才代 ･ 女性

ムハさん 30 才代 ･ 女性

Ｊさん３0 才代 ･ 男性

高校生の頃、髪を染め、

仲間と悪いことばかりしていたとき、

それまで黙っていた親父から

「おまえのやりたいことはこんなことか！」

と初めて怒られた。

その言葉に今は感謝している。

Ｍさん 40 才代 ･ 男性

一番下の息子が

社会人になるまであと18年・・・
それまで、父ちゃんは　

仕事がんばるからな。

Ｉさん 30 才代 ･ 男性

Ｋさん 30 才代 ･ 女性

お母さん ･･
･

信頼し、見守
ることの難し

さを

今しみじみと
感じています

。

H さん 40 才代 ･ 女性

おとうさん 

おしごとがんばってね。

ほかはいっしょに

あそんでね。

Ｓくん　5 才

あなただけの「絆メッセージ」
をお届けください！

　大切なあの人に思いをめぐらせながら・・・
　人が生まれて最初に結ばれる最も基本的な人間関係である「親」と「子」。

このかけがえのない相手の存在を大切に思うきっかけとして、「親子の絆

メッセージ」を募集中です。

　メッセージカードと投函箱は、親子の絆プロジェクトの関連イベント会

場のほか、市役所各庁舎や公民館に設置しています。
＊メッセージは合併 5 周年イベントで展示するほか、プロジェクトの広報に活用します。

お問い合わせ　政策秘書課 ( 米原庁舎 )　☎ 52 ー 6626　  52 ー 5195

これまでに寄せられた
「絆メッセージ」7/1 現在 10 1 7
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問　市　健康福祉部　健康づくり課 ( 山東庁舎 )　　☎ 55−8105　  55−2406

８月の健康診断のご案内

健診結果説明会のご案内

　対象地域以外でも受診ができます。ご希望の場合は事前に
お問い合わせください。忘れずに受診しましょう。

健診は受けた後が大切です。
説明会に参加して、自分の
身体の状態を確認しましょう。

実施日 会場 受付時間
基
本
健
診

胃
が
ん

大
腸
が
ん

乳
が
ん

子
宮
が
ん

骨
粗
し
ょ
う
症

基本健康診査（＊）のみ
受診する場合の対象地域

1 日 ( 日 )

米原げんき
ステーション

9：00 ～ 10：45 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 梅ヶ原・多良

2 日 ( 月 )
9：00 ～ 10：45 ○ ○ ○ ○ ○ 　 上多良・中多良

13：00 ～ 14：00 ○ 　 ○ ○ 　 　 米原
4 日 ( 水 ) 9：00 ～ 10：45 ○ ○ ○ ○ ○ 　 米原西町

5 日 ( 木 ) 西部デイサービス
センター 9：00 ～ 10：45 ○ ○ ○ 　 　 　 朝妻・筑摩・磯

18 日 ( 水 )

山東
健康福祉センター

9：00 ～ 10：45 ○ ○ ○ 　 　 　 長岡
19 日 ( 木 ) 9：00 ～ 10：45 ○ ○ ○ 　 　 　 志賀谷・北方・本郷
20 日 ( 金 ) 9：00 ～ 10：45 ○ ○ ○ ○ 　 　 夫馬・井之口

21 日 ( 土 )
9：00 ～ 10：45 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 天満・間田

13：00 ～ 14：00 ○ 　 ○ ○ ○ 　 朝日・グリーンヒルズあさひ・菅江・堂谷
22 日 ( 日 ) 9：00 ～ 10：45 ○ ○ ○ ○ ○ 　 山室・大鹿・万願寺・西山・加勢野

26 日 ( 木 )
山東幼稚園

9：00 ～ 10：45 ○ ○ ○ ○ ○ 　 烏脇・坂口・山東桜ヶ丘・小田・平和台・グリー
ンタウン坂口

13：00 ～ 14：00 ○ 　 ○ ○ ○ 　 野一色・池下・すみれヶ丘
27 日 ( 金 ) 9：00 ～ 10：45 ○ ○ ○ 　 ○ 　 市場・本市場・村居田・ヴィラルシオール

28 日 ( 土 )

近江
保健センター

9：00 ～ 10：45 ○ ○ ○ ○ ○ 　 箕浦・日光寺
13：00 ～ 14：00 ○ 　 ○ ○ ○ 　 新庄・寺倉

29 日 ( 日 )
9：00 ～ 10：45 ○ ○ ○ ○ ○ 　 高溝・高溝東・西円寺

13：00 ～ 14：00 ○ 　 ○ ○ 　 　 宇賀野
30 日 ( 月 ) 9：00 ～ 10：45 ○ ○ ○ 　 　 　 能登瀬・岩脇
31 日 ( 火 ) 9：00 ～ 10：45 ○ ○ ○ 　 　 　 多和田・顔戸

（＊）基本健康診査とは、特定健康診査、後期高齢者健康診査、39 歳以下メタボ健診のことです。

伊吹地区
健診を受診した日 説明会開催日 受付時間 会　　場

6 月 18 日 ( 金 ) 7 月 29 日 ( 木 ) 9:00 ～ 9:15 リバーホール板並
6 月 19 日 ( 土 )・21 日 ( 月 ) 7 月 30 日 ( 金 ) 9:00 ～ 9:15 ／ 10:30 ～ 10:45

伊吹健康プラザ

愛らんど
6 月 22 日 ( 火 )・23 日 ( 水 ) 8 月 6 日 ( 金 ) 9:00 ～ 9:15 ／ 10:30 ～ 10:45
6 月 26 日 ( 土 ) 8 月 7 日 ( 土 ) 9:00 ～ 9:15 ／ 10:30 ～ 10:45

米原地区
健診を受診した日 説明会開催日 受付時間 会　　場

7 月 14 日 ( 水 ) 8 月 24 日 ( 火 ) 9:00 ～ 9:15 人権総合センター S・C プラザ
7 月 15 日 ( 木 ) 8 月 25 日 ( 水 ) 9:00 ～ 9:15 ／ 10:30 ～ 10:45

米原保健センター
7 月 16 日 ( 金 ) 8 月 27 日 ( 金 ) 9:00 ～ 9:15 ／ 10:30 ～ 10:45
7 月 31 日 ( 土 )・8 月 1 日 ( 日 ) 9 月 10 日 ( 金 )・11 日 ( 土 ) 9:00 ～ 9:15 ／ 10:30 ～ 10:45 米原げんきステーション

山東地区
健診を受診した日 説明会開催日 受付時間 会　　場

7 月 26 日 ( 月 ) 9 月 6 日 ( 月 ) 9:00 ～ 9:15 ／ 10:30 ～ 10:45
山東 B&G 海洋センター

7 月 27 日 ( 火 )・28 日 ( 水 ) 9 月 7 日 ( 火 ) 9:00 ～ 9:15 ／ 10:30 ～ 10:45

➡

➡

➡
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米原市内の交通事故（平成 22 年 6 月 30 日現在）

　　件数　99 件（ ＋ 5 件）、死者　2 人（ 0 人）、傷者　135 人（ ＋ 9 件） ※カッコ内は前年比

　現在のアナログ放送は、来年の 7 月 24 日までに終了し、地上デジタル放
送に完全移行します。移行に向けて、下記のとおり相談会を開催しますので、
ぜひご利用ください。

例えば、こんなことが相談できます・・・
「デジタル放送を見られるようにするにはどうすれば良いのか？」　
「アナログテレビをそのまま使って見るにはどうすれば？」　
「共同受信施設の地デジ化はどうすれば良いのか？」　　　　など

開催日 会場 時間など
8 月 2 日（月） 伊吹庁舎 10 時～ 16 時

事前予約は不要です。ご都
合に合わせてご来場くださ
い。

8 月 3 日（火） 山東庁舎
8 月 4 日（水） 近江庁舎
8 月 5 日（木） 米原庁舎8 月 6 日（金）

相談会は無料で、機器販売や契約勧誘などは一切ありません。
安心してご来場ください。

問 総務省　滋賀県テレビ受信者支援センター（デジサポ滋賀）
 　☎ 077 −526 −8820
　 市　政策秘書課（米原庁舎）　☎ 52 － 6627　  52 － 5195

問 近江八幡警察署
　 事件捜査本部　 ☎ 0748−32−0110
　 フリーダイヤル ☎ 0120−32−0027
　平成 20 年 5 月から 6 月にかけて、琵琶湖岸で切
断された男性の遺体が相次いで発見されましたが、
被害者の男性（上記似顔絵）の身元は未だ判明し
ていません。
　投棄された時期は、4 月中旬から 5 月中旬頃と
推定されます。この時期に、下記の遺体発見場所
付近で釣りをするなど、不審な人物やボート、車
両を見かけた人は、捜査本部までご連絡ください。

　なお、事件の解決
に結びつく情報に対
して、報奨金（限度
額 300 万 円 ） を 設
定しています。

　県では、平成 22 年度自動車税が未納の方に、７月
20 日付けで督促状を送付します。未納のまま放置さ
れると地方税法の規定に基づいて、預金・給与・自動
車などの差押えを受けることになります。通知書をご
確認のうえ、早急に納付してください。
　やむを得ず納付できない事情がある場合は、必ず下
記までご連絡ください。
問 東北部県税事務所　　　☎ 65 − 6606
　 滋賀県自動車税事務所　☎ 077 − 585 − 7288

　後期高齢者医療制度は廃止となりますが、政府では
現在、新たな制度の検討を進めています。
　みなさんのご意見を幅広く反映できるよう、広聴会
を開催します。
日程▶ 8 月 10 日（火）　大阪市中央公会堂
　　　10 月 1 日（金）　ウィルあいち
　　　いずれも 13 時～ 15 時 30 分
申込▶開催日の 2 週間前までに申込が必要です。
　　　申込用紙は市役所保険課（近江庁舎）にあります。
問 厚生労働省保険局　☎ 03 − 5253 − 1111

地デジ「何でも相談会」を開催します

滋賀県警からのおしらせ
「バラバラ殺人」
目撃情報をお寄せください

自動車税の納め忘れはありませんか？

新たな高齢者医療制度に係る公聴会

地デジを口実にした
悪徳商法にご注意を！

　総務省職員をかたって、手数料
を架空請求する悪質な事例などが
発生しています。
　デジタル放送への対応で、総務
省、テレビ局その関係機関からお金
を請求することは一切ありません。
　このような請求を受けたとき
は、すぐに支払わず、近畿総合通
信局（☎06-6942-0820）または、
警察署や消費生活相談窓口（☎
52-8088）にご相談ください。

遺体発見場所

（1）と（2）近江八幡市
（3）東近江市、（4）大津市
（5）と（6）草津市

〈被害者の似顔絵〉
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休日納税窓口のおしらせ
　平日に市税や市の公共料金を納付
することが困難な人を対象に、「休日
納税窓口」を開設します。ぜひご利
用ください。
日　時▶7月25日（日）　9時～17時
場　所▶近江庁舎 1 階窓口
持ち物▶口座振替の手続きを希望さ

れる方は、通帳と口座のお届印
問  市 収納対策課　（近江庁舎）
　 ☎ 52 － 3189　  52 － 6930

第60回社会を明るくする運動
公開ケース研究会
　7 月の強調月間にあたり、全国的
に様々な事業が展開されています。
市では、犯罪・非行の防止と更生援
助についての理解を市民のみなさん
に深めていただくことを目的に研究
会を開催します。
日時▶7月23日（金）19時～21時30分
会場▶人権総合センターＳ･Ｃプラザ
内容▶講和「子どもたちの健やかな

成長を願って」～子どもたちの現
状と課題から～

講師▶米原市教育研究会
　中学校生徒指導部会長　山本太一氏
問  社会を明るくする運動
　 米原市地区実施委員会事務局
　 市 社会福祉課（山東庁舎）
　 ☎ 55 － 8102　  55 － 8130

夏の交通安全県民運動を実施！
7 月 15 日～ 7 月 24 日
　夏は、レジャー交通の増加や夏休
みによる子どもの屋外活動の活発化
など、交通事故の増加が心配されま
す。
　一人ひとりが交通ルールを守り、
交通マナーを高め、安全な行動の実
践を習慣づけて、交通事故防止に努
めましょう。
 運動のポイント
①子どもと高齢者の交通事故防止
②全席シートベルトとチャイルド

シートの正しい着用の徹底
③飲酒運転の根絶
④自転車の安全利用の促進
問  市 市民安全課　（近江庁舎）
　 ☎ 52 － 6630　  52 － 6930

自衛隊就職説明会を開催します
　自衛隊の仕事内容や採用試験など
についての説明会です。自衛隊に興
味・関心のある方は、お気軽にご来
場ください。
対象▶ 18 歳以上 27 歳未満の方
　（平成 23 年 4 月 1 日現在）　
場所▶近江公民館
日程▶7月29日（木）・8月12日（木）・
　8月26日（木）･9月9日（木）
時間▶ 17 時～ 20 時 ( 受付随時）
問  自衛隊滋賀地方協力本部
　 彦根地域事務所
　 ☎ ･  0749 － 26 － 0587
　 URL　http://www.mod.go.jp/pco/shiga/

「2010 息
い

吹
ぶき

の奏
かなで

なつまつり」
　“音の奏”で楽しい夏の夜のひとと
きを。ご来場お待ちしています
日時▶7月31日（土）17時30分～21時
会場▶伊吹薬草の里文化センター
内容▶ステージ演奏（オールディー

ズバンド、ＣＡＰＯほか）、おばけ
屋敷、チョロ Q レースなど

問  伊吹薬草の里文化センター
　 ☎ 58 － 0105　  58 － 0296

一日エンジョイ講座
「おもしろびっくり発明教室」
　身近にあるものを使ったアイデア
工作に挑戦してみませんか。
日　時▶ 7月23日(金)　8時30分
　　　（センター出発）～14時30分
場　所▶㈳発明協会滋賀県支部(栗東)
対　象▶小学生30名＊先着順
持ち物▶受講料1,500円・弁当・水筒
問  伊吹薬草の里文化センター
　 ☎ 58 － 0105　  58 － 0296

人口 41,418 人（－ 22）　 男 20,299 人（－ 4）　 女 21,123 人（－ 18）　 世帯数 13,685 世帯（＋ 7）

65 歳以上の人口　10,290 人　  高齢化率　24.84%　  ※（　）内は前月との比較【平成 22 年 7 月 1 日現在】

「広報まいばら」「市公式サイト」への広告掲載に関するお問い合わせは、政策秘書課　☎52−6627へ
　　　◎広報まいばら　広告掲載料金：１枠　15,000 円（13,300 部発行・市内全戸配布）
　　　◎市公式サイト　広告掲載料金：１枠・１月　10,000 円（月平均アクセス数　23,000 件）

今月の表紙

親子でおやつクッキング
④

　日本百名山にも選ばれている伊吹山。山頂のお
花畑も有名ですが、中腹にも貴重植物が生息して
います。3合目にはユウスゲの群生もあり、「ユウ
スゲと貴重植物を守り育てる会」のみなさんは、
ススキやササなど雑草の刈り取り、保護柵の設置
など、保護・育成活動に取り組まれています。
　7月24・25日には、ユウスゲ観賞と山野草の自
然観察会（要申込）も行われます。守り育てる会
のみなさんの熱心な活動で、今年もきっときれい
な花を咲かせてくれるでしょう。

　東部給食センターで、息郷小

学校１年生の児童と PTA の「親

子料理教室」が行われました。

　料理教室では、親子でおやつ

の「グミ」と「桜エビクッキー」

づくりにチャレンジ。

　出来上がったおやつを食べ、

「 美 味 し い で す か ぁ」 と い う

PTA 代表者の呼び掛けに、子ど

もたちは元気よく「ハーイ」と

手をあげ、応えていました （環境保全課）

伊吹山の素晴らしい自然を後世に…
－ユウスゲと貴重植物を守り育てる会－

真依子「うた絵本」誕生コンサート
うたのいぶき

問  ルッチプラザ　☎ 55 − 4550

7月31日（土）15時開演(14時30分開場)
一般2,000円（当日2,500円）
小学生以下1,000円（当日共）
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表示の読み方のヒント

食品を買って、冷蔵庫に入れておいたら、
いつのまにか賞味期限が過ぎていた。

１日過ぎただけなので、捨てるのはもったいな
い気がするけれど、まだ食べられるの？

　一方、「賞味期限」は、スナック菓子・即席
めん・乳製品・缶詰など、比較的品質の劣化
が遅い食品に表示されます。
　定められた方法で保存した場合、その品質
を十分保つことができる期限のことで、期限
を過ぎたからといって、すぐ食べられないと
いうものではありません。
　いずれも、開封前における期限表示なので、
一度開封したら、早めに食べましょう。

　加工食品には「消費期限」と「賞味期限」のど
ちらかが表示されています。

　「消費期限」は、弁当・サンドイッチ・生めん・惣菜など、
あまり日持ちせず、傷みやすい食品につけられる表示で
す。定められた方法で保存した場合に、腐敗などの食品
衛生上の問題が生じない期限のことなので、消費期限を
過ぎたら食べないようにしましょう。

消費期限は「年月日」で表示されます。賞味期限は、3 ヶ月
以内のものは「年月日」で、3 ヶ月を超えるものは「年月」
の表示でよいとされています。
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消費生活相談コーナー
困ったときは
米原市消費生活相談窓口へ

（米原庁舎１階）

受付　平日 9 時 30 分～ 16 時

相談専用　☎52-8088

この市政情報紙「まいばら」は 13,300 部作成し、１部あたりの単価は
15 円です。（１円未満切り捨て）※職員の人件費は含まれていません。

環境保護のため再生紙を使用しています。

大豆油インキで印刷しています。

7/15

「消費期限」？「賞味期限」？ 食品の期限表示について

Ｑ

A

貸金業法が
大きく変わります！

「
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